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2009 年 7 月 21 日（火） 

 

 PS 及び SM の 2009 年 6 月度、1～6 月期の実績概況      
 

 
PS 2009 年 6 月度 
                                 

生産は、前年同月比+2%で今年初めてプラスとなった。定修は2社3工場である。

(前年は 3 社 3 工場) 
 

国内出荷は、7万㌧台となり今年になって最大の出荷量となった。 4用途のすべて

で今年最高の出荷量となっている。ただ、前年も今年も値上げ前の先行出荷があ

るものと思われる。前年同月比は－12％である。 
電機工業用は前年同月比－28%である。生活家電がわずかながら前年同月を超

え、デジタル家電も数量は増えてきている。一方で事務機器は回復が遅れている。 
包装用は前年同月比－8%である。雑貨産業用が－5％、FS 用が－8％であるが、

先行出荷もあると思われる。 
 
輸出は、戻りつつあり、前年同月比では－12％である。 
 

 出荷合計は今年最高の量となったが、前年同月比では－12％である。 
 
 在庫はかなり低水準の 7.5 万㌧に減少した。 
 
                                               

PS 2009 年 1～6 月期 
 
生産は、出荷減を反映した 1～3 月期の大幅減産の影響で 90 年以降最少となった。

前年同期比は－26%である。（1～3 月期：－44%  4～6 月期：－7%） 
 
国内出荷は 1～6 月期として 90 年以降最少の 33 万㌧である（前年同期比は－

20%）。包装用途以外の 3 用途で 90 年以降最少となった。しかし国内出荷は 2 月を

底に徐々に回復しつつある。（1～3 月期：－26%  4～6 月期：－14%） 
電機･工業用が前年同期比－38%、包装用が－16%、雑貨産業用が－15％、ＦＳ

用が－12%と電機･工業用の落ち込みが大きいのはデジタル家電向けと事務機器

向けの低迷による。 
 
輸出は前年同期比－37%の 1.3 万㌧と減少した。（1～3 月期：－47%  4～6 月

期：－27%） 1～3 月期にデジタル家電向けの輸出が減少した影響が大きい。 
 
出荷計は 1～6 月期として 90 年以降最少の 34.3 万㌧となった （前年同期比 
－21%）。  （1～3 月期：－27%  4～6 月期：－15%） 
 
在庫はかなり低水準の 7.5 万㌧台となっている。 
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SM 2009 年 6 月度 
 

生産は、前年同月比+12%で、3 ヶ月連続で前年を上回っている。（定修は今年 1
社 1 工場、昨年も 1 社 1 工場） 
 

国内出荷は、2 月を底に毎月増えている。前年同月比では－13％である。PS 向

けと AS 向けが前年同月を上回っているが、ABS 向け、合成ゴム向けなどは今ひ

とつ勢いがない。今月も国内出荷は輸出を下回っている。 
 

輸出は単月として先月に続く史上 2 位の数量となり、5 ヶ月連続のプラスである。

前年同月比+31％と高水準が続いている。 
 

出荷合計は輸出増により前年同月比+7％で 4 ヶ月連続のプラスとなっている。 
 

在庫は若干増加して 8.4 万㌧である。 
 
 
SM 2009 年 1～6 月期 
 
  生産、出荷は 2 月に底を打ち、回復基調にある。 
 
  生産は定修が少ない年ではあるが、減産もあって前年同期比－6％の 144 万㌧と

なっている。（1～3 月期：－19%  4～6 月期：+8%） 
 
国内出荷は 1～6 月期としては 90 年以降の最少であった前年同期を大幅に下回

り、－35%の 60.1 万㌧となった。（1～3 月期：－48%  4～6 月期：－21%） 
全般に減っているが、ABS向けや合成ゴム向けの回復が遅れている。半期でも国

内出荷が輸出を下回っている。 
   
輸出は 2 月以降増加し、前年同期比+37%と大幅増となっている。（1～3 月期：

+29%  4～6 月期：+43%） 
1～6 月期の輸出量としては 2007 年を抜いて史上最高となった。 

（2009 年 1～6 月期：87.5 万㌧  2007 年 1～6 月期：84.4 万㌧） 
 
出荷計は輸出の大幅増があるものの、国内出荷の大幅減をカバーしきれず、前

年同期比－5%の 147.7 万㌧である。（1～3 月期：－18%  4～6 月期：+7%） 
 

以上 




